
 

        

 

 

No.2024-001 2024年 2月 13日発行 

赤塚公園ニリンソウを守る会 

都立赤塚公園サービスセンター 

電話：03-3938-5715 

作業内容： 2月、ニリンソウが葉を拡げ、林床への立入できなくなるため、 

・保護植物(キツネノカミソリ、オオハナワラビ、セキショウ他)のマーキングを外す。 

・擬木柵やロープ柵内のハルジオンと立ち枯れ野草の取り除きを行う。 

・地域入門講座参加者(3名)の方々に、「ニリンソウ守る会紹介」、「本日の作業  

内容」を手渡し、併せて作業指導を行う。 

自生地の保護植物 

マーキング外し 

10:00～11:30 @大門観察台 参加者： 

 ・都立赤塚公園ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ-  2名 

・赤塚公園ニリンソウ守る会 19名 

※3名の方は、地域入門講座参加者 

大門地区全域の擬木柵、ロ

ープ柵内のハルジオン除去 

マーキング 

 

 

 

左；マーキング、中央；ハルジオンのロゼット、右；除草作業 



 

⚫ 3月 10日㈰ 10:00～ ニリンソウ月間前の観察会 ＠大門観察台 

⚫ 3月 16日㈰ ～ 4月 7日㈰・・・「ニリンソウ月間」 

⚫ 私たちと一緒に、「ニリンソウ」と野草を、咲かせませんか？ 

お問合せは、都立赤塚公園サービスセンターまで TEL；03-3938-5715  

・地域入門講座を受講された 3名の方に、「ニリンソウを守る会活動紹介」、「本日 

の作業内容」冊子を基に説明し、参加戴いた為、「山野草保護活動」への理解 

が深まり、活動の輪が拡がることを期待したい。 

・擬木柵内の自生地の保護対象植物(キツネノカミソリ、オオハナワラビ、セキショウ 

他)へのマーキング撤去を行い、「ニリンソウ開花期」の景観向上につなげた。 

・擬木柵際とロープ柵内に生えたハルジオンのロゼット、立ち枯れた植物を抜き取り、 

3月以降、周辺に自生するタチツボスミレ他の保護植物の生育が、期待できる。 

これは、4年前から都立赤塚公園が、「ニリンソウを守る会」他の団体と取組む 

「生物多様性取組」の効果を高めるもの、拡充を考えていきたい。 

・2023年度の活動に協力戴いた皆さんのお蔭で、手入れが予定通り終了。 

・3月 16日～4月 7日の「ニリンソウ月間」に向け、 

皆さんで「ニリンソウや山野草の開花」を、盛り上げて行きましょう。 

永い間参加戴いた 

宮澤さんへ感謝の言葉 

沖山地区に咲く 

ニリンソウ(早咲き株) 


